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図１　井ノ内車塚古墳の位置

乙訓古墳群の調査

井ノ内車塚古墳第８次調査　現地説明会資料

平成 27年 11 月 7日

１　はじめに

・この調査は、乙訓古墳群の国史跡指定に向けた主要古墳の実態解明を目的として実施しています。

・この古墳は、長岡京市井ノ内向井芝４に所在する古墳時代後期の前方後円墳です。

・調査期間は、平成 27年８月 20日から 11月中旬までで、面積は約 160㎡の予定です。

・調査は、平成 27年度国庫補助事業として長岡京市教育委員会が実施したもので、現地調査は公益財団法人

長岡京市埋蔵文化財センターが担当しました。

・井ノ内車塚古墳　古墳時代後期の前方後円墳

・規　　模	 全長約 39ｍ、後円部の直径約 24ｍ、前方部長約 17ｍ、前方部幅約 26ｍ

	 	 くびれ部幅約 17ｍ、後円部の高さ約３ｍ、前方部の高さ約 2.5 ｍ（高さは現地表から）

・主  体  部	 木棺直葬と推定される

・外表施設	 段築未確認、葺石なし、埴輪（埴輪列未確認）、後円部南西側に造り出し、周溝ないし周濠

・埴　　輪	 普通円筒埴輪（3条突帯４段）、朝顔形円筒埴輪

 （穴窯焼成）	 形象埴輪（家、蓋、盾、巫女、馬、犬、 石見型）

・土　　器	 須恵器（TK10 型式）、韓式系土器

２　古墳の概要
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図２　井ノ内車塚古墳の墳丘と調査区

０ 10ｍ

調査地



47.0

46
.0

46.0

46.0

46
.5

46.5

46
.0

47.0

46.0 46.5

47.5
47.5

48.0

粘土ブロック

埴輪大量出土範囲

第６・７次調査範囲

第７次調査
中央トレンチ

第６次調査
２トレンチ

盛　土 地　山

大量に出土した埴輪

3m0

１トレンチ　前方部前面の東側に設定したトレンチで、第３次調査南トレンチ・第４次調査１トレンチと重複

しています。このトレンチでは、第３次調査で検出されていた溝が前方部前面に沿って東へ続くことを確認し

ました。東西溝は南側の善峰道とは異なった方位で、出土遺物からも地境溝など後世のものではなく、井ノ内

車塚古墳の前方部前面を区画するために掘削されたと考えられます。溝は前方部南東隅の手前で途切れており

第４次調査では検出されていません。前方部では地山と盛土で形成された斜面の状況を確認しています。また、

西側では土壙墓と考えられる長方形の穴を検出していますが、古墳との関係は明らかでありません。

２トレンチ　後円部の南東側に設定したトレンチです。このトレンチでは、地表面から約 1.2 ｍ下で地山を検

出し、地山面が第４次調査２トレンチとほぼ同じ高さで、地山面直上が埴輪を含む堆積層であることを確認し

ました。地山面は推定される後円部の円弧に沿っており、さらに南東側へ傾斜しています。こうしたことから、

西側造り出しの対象位置には造り出しが無いことが明らかとなりました。

３トレンチ　墳頂部から南東方向に延びる撹乱坑に設定したトレンチです。トレンチの中央部で、後世に投棄

された礫の集積部を検出しています。礫集積部より後円部中心側では、トレンチ西端の地表面から約２ｍ下で

須恵器や赤色顔料状の土を確認しました。須恵器や赤色顔料状の土は、埋葬施設に関連するものとも考えられ

ます。今回の発見によって井ノ内車塚古墳の埋葬施設は、従来想定されていた土壙に木棺を納めた形態ではな

く、芝古墳や井ノ内稲荷塚古墳と同じ横穴式石室である可能性を検討する必要があります。

４トレンチ　墳頂部の撹乱坑に設定したトレンチで、第７次調査北トレンチと重複しています。墳丘盛土の広

がりを確認しましたが、主体部に関わる情報は得られていません。

５トレンチ　造り出しは埴輪を用いた古墳祭祀の場です。この造り出しの全容を解明するため、後円部の南西

側に第６次調査２トレンチ・第７次調査中央トレンチと重複して設定しました。井ノ内車塚古墳の造り出しは、

後円部の南西側に接続し、墳丘本体とは異なり基部から盛土によって構築されています。今回のトレンチでも

造り出しの盛土構築状況や後円部への接続状況を確認することができました。また、今回のトレンチでは、造

り出し北辺斜面と後円部西側裾部を検出し、造り出し基底部の規模などを明らかにしました。

　造り出しの上面規模は南北の幅約５ｍ、南西側への突出が 2.5 ｍ程度と推定でき、西側の周濠底から上面ま

での高さは1.2 ｍを測ります。また、裾部の規模は南北の幅約８ｍ、南西側への突出が約4.5 ｍを測ります。

　造り出し北側接続部の斜面では、大量の埴輪が出土しています。南側（第６次調査）でも認められたもので、

造り出し上面に配置された埴輪が埋没した状況を知ることができました。井ノ内車塚古墳では、普通円筒埴輪・

朝顔形円筒埴輪の他に多様な形象埴輪（家形、蓋形、盾形、巫女形、馬形、犬形、 石見型）が出土しています。

今回の調査では、新たに鶏形埴輪の存在を確認することができました。また、大量の埴輪とともに、須恵器広

口壺も出土しています。

３　各調査区の状況

図３　後円部の造り出し検出遺構図

本調査
５トレンチ

後円部

前方部

造り出し

くびれ部

周　濠

周　濠



　今回の調査（第８次調査）では、後円部の南西側に設けられた造り出しの全容が明らかになりました。井

ノ内車塚古墳の造り出しは完全に地中に埋没しており、第６次調査で初めてその存在が想定されました。造

り出しは、前方部ではなく後円部に接続する比較的例の少ないものです。また、墳丘本体の基部が地山を削

り出して形成されているのに対して、造り出しは墳丘本体を形成した後に基部から盛土によって造られてい

ます。そして、造り出し周辺の周濠底部だけを深く掘り下げていることも大きな特徴です。

　造り出し周辺からは大量の埴輪が出土しています。埴輪は造り出しの上に樹立されていたと考えられるも

ので、家・蓋・盾・巫女・馬・犬・石見型に加え、今回新たに鶏形埴輪の存在を確認しました。また、埴輪

の出土状況からは、埴輪が自然に転落し埋没したのではなく、故意に破壊した後に投棄された可能性も考慮

する必要があります。このように、造り出しのあり方や造り出しにおける埴輪祭祀、多様な形象埴輪など、

古墳研究を行う上でも重要な成果を得ることができました。

　この他、前方部前面を区画する溝や墳丘東側の状況も確認しており、これまでの調査を含め井ノ内車塚古

墳の全体像に迫る成果が得られています。さらに、今回の調査では、後円部の南東側で須恵器や赤色顔料状

の土など横穴式石室の存在を示唆する資料が確認されています。今後の調査によって、井ノ内車塚古墳の被

葬者に関連する発見も期待されます。

４　まとめ　今回の調査で分かったこと

図４　本調査　掘削着手前の状況（北西から）

図５　第７次調査　造り出しと後円部（南西から）

図６　第７次調査　造り出しの盛土構築状況（南から）
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図７　本調査５トレンチ　造り出し北辺斜面の埴輪出土状況（西から）

図８　本調査５トレンチ　図７取り上げ後の埴輪出土状況（西から）
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図10　本調査３トレンチ　須恵器の出土状況（南東から）

図９　本調査３トレンチ　礫集中部の状況（南東から）


